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【内容要旨】 

研究目的は、高齢乳がんサバイバーが、がん治療後の身体的課題や精神的不安、およ

び加齢に伴う社会的変化に適応しながら生活するための、長期生存期における生活自己

チェック表を開発することである。文献調査で作成した 4概念 23項目の生活自己チェ

ック表の内容妥当性を、修正デルファイ法を用いて確認した。205名の対象者に生活自

己チェック表を用いて調査し活用可能性を検討した結果、23項目中 18項目で外的尺度

との間に有意な正の相関を認めた。対象者の背景と生活自己チェック表との関連では、

75 歳未満群、就労有群でがん検診受診率が高かった。通院頻度年 2 回以上群で、相談

できる医療福祉専門職がいること、就労無し群および、治療後経過年数 5年未満で、身

体的課題へのセルフケア実施率が高いなどの有意な関連を認めた。高齢乳がんサバイバ

ーの長期生存期における生活自己チェック表は、加齢に伴う変化に応じ、繰り返し使え

る指標になることが示唆された。 
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